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期首宣言シート 

平成 29年度 防災対策課
「実 行 宣 言」 

防災対策課長 舩木 精二 

『松阪市総合計画 住みやすさ進行中 バージョンアップ松阪 』の担当政策
５ 安全・安心な生活（防犯・防災） 

基本方針
 防災対策課は、防災の基本理念である「市民の生命、身体及び財産の安全確保」に基づく、「災害に強い
安全なまちづくり」の実現に向け、市民・企業・行政等がそれぞれの役割を自覚し、相互の連携・協力によ
る危機事態への適切な対策を推進するため、総合的かつ計画的に諸施策を進めます。 
 特に、防災・減災の基礎となる「市民の防災意識の高揚」と「自助」、「共助」による初動体制の強化を
進め、また、近年その発生が懸念される南海トラフ巨大地震や台風等の自然災害に備え「被害の未然防止と
最小限化」に向けた取組を進め、『災害時の人的被害ゼロ』を防災ビジョンとして掲げ、市民とともに防災
対策に努めます。 
 本年度は特に、 
①既存の「松阪市防災計画」をより実効性のある計画とするため、有識者等の意見も聴取し、職員の行動マ
ニュアルの策定を含め全面的に改訂を行います。 

②市民への防災啓発として、新たな避難所マップの作成や、市民の防災意識の高揚を目的とした「市民向け
防災啓発冊子」を作成し全戸配布します。 

③市民や地域が「自らの命は自らで守る。自らの地域はみんなで守る。」という自助・共助の意識のもと、
家庭や地域での備蓄を引き続き啓発するとともに、公助として被災者が最低限の避難生活を維持するうえ
で必要な「食料・飲料水・資機材等」の備蓄を計画的に行います。

実行宣言

市民・地域への積極的な防災啓発や庁内組織の防災意識向上への取組を実行します。

マネジメント方針

・国、県等が開催する防災研修や情報共有会議に積極的に参加します。 
・月に 1回職場ミーティングを開催し、職員間の意見交換や情報共有を図り、職員の防災
知識の向上に取り組みます。 

・職場ミーティングを活用し、交通事故や違反に対する防止意識を高めます。 
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宣言 市民・地域への積極的な防災啓発や庁内組織の防災意識向上への取組を実行します。 
担 当 防災対策課 

『総合計画』の施策との関わり ５－④ 防災・危機管理対策の充実 

組織紹介 

防災対策課は、防災の基本理念である「市民の生命、身体及び財産の安全確保」に基づく、
「災害に強い安全なまちづくり」の実現に向け、防災・減災の基礎となる「市民の防災意識の
高揚」と「自助」、「共助」による初動体制の強化を進め、大地震や台風等の自然災害に備え
「被害の未然防止と最小限化」に向けた取組や『災害時の人的災害ゼロ』を防災ビジョンとし
て掲げ、市民とともに防災対策に努めています。 
昨年度は、複数あった津波浸水予測図を市民に分かりやすい形でリニューアルして啓発・配

布を行い、木造家屋の耐震化への基礎となる耐震診断をより促進させるため、民間団体への委
託による推進・事業啓発を実施し、一定の成果を得ました。 
平成 29 年度は、さらなる市民の防災意識高揚を図るため、松阪版防災啓発冊子や改正版避

難所マップを市内全世帯へ配布を行うとともに、既存の「松阪市地域防災計画」を全面的に改
定し、より実効性のある計画へ見直しを行います。

本年度事業の活動指標と達成目標 期末記入欄
No. 事業名 活動指標 目標 関係施策 実績 評価
１ 防災一般経費 職員の防災士資格取得 1名 ― ― ― 
2 防災訓練事業費 防災関係機関との総合防災訓練 1回 ５－④ ― ― 
3 一般木造住宅耐震診断事業費 耐震診断の受診戸数 250 戸 ５－④ ― ― 
4 防災設備等管理事業費 屋外拡声子局バッテリー修繕 1式 ５－④ ― ― 
5 自主防災組織活動支援事業費 防災シンポジウムの開催 1回 ５－④ ― ― 

6 高齢者世帯家具等転倒防
止支援事業費

家具固定実施件数 80 戸 ５－④ ― ― 

7 国民保護法推進事業費 国民保護協議会の開催 1回 ５－④ ― ― 

8 被災者生活再建支援シス
テム構築事業費

構築先進地視察 ３市 ５－④ ― ― 

9 地域防災計画策定事業費 職員研修会の開催 3回 ５－④ ― ― 
10 地域防災活動推進助成金 助成金交付団体数 25 団体 ５－④ ― ― 

11 
避難路沿道建築物耐震診
断補助金 耐震診断受診啓発 3事業所 ５－④ ― ― 

1２ 防災啓発事業費 
地域・団体への防災啓発開催回数 80 回 ５－④ ― ― 

13 災害用備蓄管理事業費 

14 
一般木造住宅耐震補強事
業費補助金

耐震化の必要性に対する啓発 5,000 人 ５－④ ― ― 
15 

耐震シェルター設置事業
補助金

16 防災行政無線整備事業費 
カバー目標面積達成率 83％ ５－④ ― ― 

17 
防災行政無線基地局舎管
理事業費
評価基準…A（90%以上）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）
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評価理由（期末記入欄）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

その他の取組について
取組名称 期末評価

防災出前講座や地域訓練への参加・支援・指導 ―
親子防災キャンプの実施 ―
災害時協力井戸の啓発・登録 ―
防災情報の周知（「避難所マップ更新・配布」、「土砂災害ハザードマップ作成・配布」） ―
市民向け防災啓発冊子の作成・配布 ―

評価基準…A（90%以上）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）
評価理由（期末記入欄）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊


